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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
第二次世界大戦後、1950年代から60年代にかけて、ユダヤ系アメリカ文学は最盛期を迎え




























































































































Chapter 1 （Unexpected） Awakening as a Jewish Writer: Conflicts between 
 History and Art in Trust 
Chapter 2 “Jewish Writer” as an Oxymoron: Cynthia Ozick’s 
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 Stories）” 
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 Holocaust in The Shawl 
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最後の第六章では、オジック82歳の時に出版されたForeign Bodies （2010） が、ヘンリ
ー・ジェームズの長編小説『使者たち』（1903）を書き換えた作品である点について、両作
品を比較しながら、本作品がジェームズの『使者たち』ではなくオジックの第１作Trustを書
き換えたものであり、この書き換えの作業によりオジックが自身の半世紀に渡る創作活動を
回顧し、作家としてジェームズとは異なる形での創造力を探求してきた自身の足跡を受容し
ていることを論じる。 
 
論文審査の要旨と結果 
審査委員会では本論文に対する主要な評価として次のような意見が出された。 
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まず、「現代の最も重要な作家の一人」（ニューヨークタイムズ紙2016年6月23日）と称
されるほどの作家でありながら日本ではこれまでほとんど研究がなされてこなかったシン
シア・オジックの小説について、包括的かつ精緻な研究をまとめ上げたことは大いに評価で
きる。また秋田氏は、その難解さにおいて定評があるオジックのテキストを丹念に解釈する
ことで、オジックの文学的特徴を明確に論じている上、オジックのほぼ全作品を詳細に分析
することにより、オジックが作家として変容し、かつ円熟していく過程を鮮やかに捉えるこ
とに成功している。さらに、オジックの各小説を、ユダヤ教徒における芸術の意味という一
貫した視点から読み解いた手腕は高く評価できる。加えて、第5章ではユダヤ教徒であって
ホロコーストの対象から除外されていたカライ派ユダヤ教徒についての言及がなされてお
り、ホロコーストの複雑な側面への論文執筆者の目配りが感じられる。 
以上の意見を少々補足すると、シンシア・オジックという作家は、第二次世界大戦後のア
メリカで一躍脚光を浴びたソール・ベロー （1915-2005） やバーナード・マラマッド（1914-
1986）といったユダヤ系の男性作家から少し遅れて創作活動を開始し、アメリカ文学界では
彼らの活躍の陰に隠れていた。しかしながら1960年代アメリカにおける第二派フェミニズム
の勃興を経て、1980年代頃から多くのアメリカ人研究者がオジックに着目し、研究成果が
次々と発表されるようになった。一方日本では、ベローが1976年にノーベル文学賞を受賞し
たことも一因となり、ベロー、マラマッド、アイザック・B・シンガー、フィリップ・ロス
らの研究が盛んに行われたが、オジックを含めた彼らと同時代のユダヤ系女性作家にはほと
んど光が当たらなかった事実がある。従って、本論文は日本で初めての包括的なオジック研
究として位置づけられるのである。 
審査委員会では、上記の評価に加えて、本論文に対する批判や要求も出された。まず、オ
ジックにはイディッシュ文学（アメリカに移住する以前、主に中欧、東欧に暮らすユダヤ人
が日常語として使用していたイディッシュ語による文学）の影響も無視できず、イディッシ
ュ文学の代表的な作家であるアイザック・B・シンガーとオジックの関係について言及があ
る方が望ましい。また、論文の主眼はユダヤ教の戒律に違反することをめぐる作家の葛藤に
あるのだが、本論文の序論において信仰に対するオジック自身の姿勢について十分な解説が
なされていないことにより、本論文が浮き彫りにした、作家としての創作活動がオジックを
ユダヤ性に対峙させ続けている点を不明瞭にしている面がある。また、ホロコーストを書く
ことに関する議論では、アメリカ社会におけるホロコーストの位置付けについて述べておく
必要があるだろう。さらに、オジックの作品をジェンダーの視点から読み解くところまで展
開できればオジックとソール・ベローたちとの差異も提示でき、論文としてより一層の厚み
を増したはずである。 
2019年12月21日に開催された博士論文公開審査会においては、ユダヤ人であることは芸術
を犠牲にすることになるのか、オジックが偶像崇拝の問題にこだわる理由は何か、ユダヤ系
アメリカ人と表記されるがアメリカ系ユダヤ人という考え方もあるのではないか、アメリカ
に暮らすオジックは第二次世界大戦中にも戦場とならなかったアメリカをどのように描い
ているか、オジックにとっての歴史と芸術はどのように説明されるのか、といった質問がな
されたが、秋田氏はどの質問に対しても氏の見解を的確に答えていた。 
本論文は、以上のような問題点が指摘されるものの、前述したとおり、文体の難解さやユ
ダヤ教に関する知識を読者に要求するがために日本のアメリカ文学研究者がほとんど取り
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組んでこなかったシンシア・オジックの小説について、その特徴を明快に論じることに成功
しており、今後の日本におけるオジック研究の礎となり、オジックという作家の魅力を広く
伝えることが期待できる労作であるとの評価を得た。 
以上の審査結果を総合的に判断し、本審査委員会は、秋田万里子氏の論文が博士学位論文
に相応しい水準に達しているものと評価し、博士（文学）の学位を授与するに値するとの結
論を全会一致で得たことを報告する。 
